
書
き
入
れ
、
見
せ
消
ち
に
は
朱
の
も
の
と
墨
の
も
の
と
の
二
通
り
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
七
三
例
、
五
三
例
あ
る
。
こ
の
朱
・
墨
の
両
筆
は
同
一
人
物
の

も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
見
せ
消
ち
記
号
と
し
て
、
墨
筆
の
分
は
専
ら
「
上
」
印
の
象
を
用
い
て
い
る
が
、
朱
筆
の
分
で
は

斜
線
で
文
字
を
抹
消
す
る
方
法
を
兼
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
相
違
に
加
え
て
、

本
書
は
、
縦
二
九
糎
、
横
一
二
・
一
糎
、
袋
綴
、
料
紙
は
楮
紙
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
は
、
本
文
の
料
紙
を
重
ね
た
紙
表
紙
で
、
表
面
に
は
刷
毛
で
は
い

た
渦
の
よ
う
な
赤
茶
色
の
文
様
（
？
）
が
あ
る
（
類
似
の
も
の
が
裏
表
紙
に
も
あ
る
）
。
そ
の
左
上
の
題
儀
に
は
、
「
中
務
内
侍
の
日
記
全
」
と
い
う

外
題
が
あ
り
、
表
紙
の
右
寄
り
綴
目
近
く
に
は
打
付
書
で
「
紀
行
」
と
あ
る
。
ま
た
、
第
一
丁
オ
の
は
じ
め
に
も
、
「
中
務
内
侍
乃
日
記
」
と
内
題
が
あ

る
。
紙
数
は
、
墨
付
四
四
丁
と
表
表
紙
、
裏
表
紙
各
一
枚
で
、
遊
紙
は
な
い
。

本
文
は
、
一
面
十
三
行
書
き
、
歌
は
改
行
し
て
行
頭
か
ら
二
字
下
げ
、
一
首
一
行
書
き
、
歌
が
行
末
ま
で
来
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て
、
次
の
地

本
耆
は
、
昭
和
四
十
一
年
六
月
、
本
学
常
磐
松
文
庫
で
購
入
、
収
蔵
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
詳
し
い
来
歴
は
不
明
で

あ
る
が
、
「
青
鉛
書
屋
」
「
紅
梅
文
庫
」
の
所
蔵
印
が
本
文
第
一
丁
上
欄
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
ゑ
ら
れ

る
。
そ
の
後
で
あ
ろ
う
か
、
一
時
期
、
玉
井
幸
助
博
士
の
所
有
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

調
査
報
告
十
二

本
文
は
、
一
面
十
三
行
書
き
、
歌
心

の
文
は
次
行
の
行
頭
か
ら
は
じ
ま
る
。

一
、
聿
一
巨
一
誌

中
務
内
侍
日
記
一
冊

阿

部
秋
生
・
上
野
英
子
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ミ

の
「
す
」
に
、
朱
筆
で
、
見
せ
消
ち
記
号
「
上
」
と
「
ち
」
と
い
う
傍
書
を
加
え
、
ま
た
「
口
」
（
墨
筆
）
と
傍
害
し
、
そ
れ
を
朱
の
斜
線
で
消
し
て
あ

る
。
こ
の
傍
書
の
朱
の
見
せ
消
ち
記
号
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
同
一
箇
所
に
、
朱
墨
二
様
の
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
そ
の
朱
と
墨
と
の
訂
正
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
お
そ
ら
く
、
朱
と
墨
と
は
別
々
の
時
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
加
え
た
人
も
別
人
で
あ
ろ
う
。
同
一
人
に
よ
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
色
を
変
え
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
、
一
歩
譲
っ
て
同
一
人
の
も
の
と
し
て
も
、
朱
墨
同
時
で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

本
文
は
第
四
十
四
丁
ウ
で
終
る
。
そ
の
第
四
十
四
丁
ウ
は
、
本
文
に
三
行
と
り
、
そ
の
あ
と
の
余
白
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

①
左
大
臣
冬
嗣
公
一
男
長
良
公
七
世
孫
日
範
永
躍
率
坤
禧
守
」
範
永
生
良
經
手
跡
唾
錨
昶
馬
良
經
生
孝
清
悪
性
孝
清
生
範
孝
稚
筆
緤
範
孝
生
宗
隆
垂
壺
極
嶽
謹

霊
隆
ノ
」
宗
陸
生
實
隆
嘩
種
實
隆
生
範
日
愚
嘩
畦
噸
範
」
昌
生
永
經
幟
鋸
雑
舘
内
永
経
生
女
中
務

こ
れ
は
研
究
者
の
間
で
「
作
者
勘
物
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
裏
表
紙
が
一
枚
あ
り
、
そ
れ
に
も
、
表
表
紙
と
同
様
の
、
刷
毛

害
の
赤
茶
色
の
渦
の
文
様
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

受

の
「
ゑ
」
に
は
、
墨
の
見
せ
消
ち
記
号
「
上
」
と
、
朱
の
斜
線
と
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
右
に
「
へ
」
と
傍
害
し
て
あ
る
。

㈱
い
ひ
た
き
に
な
ん
せ
蚤
れ
さ
せ
給
（
詔
ウ
⑫
）

畳
薑

の
「
ら
れ
」
に
は
、
墨
の
見
せ
消
ち
記
号
「
上
」
と
朱
の
斜
線
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
傍
書
は
な
い
。

黄

の
「
の
」
に
は
、
墨
の
見
せ
消
ち
記
号
「
上
」
と
、
朱
の
斜
線
と
を
用
い
、
か
つ
そ
の
右
に
「
は
」
と
傍
害
し
て
あ
る
。

本
書
の
「
作
者
勘
物
」
は
、
既
に
掲
出
し
た
が
、
そ
の
勘
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
文
章
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
中
務

日
ち

目
く
す
さ
ゑ
給
ふ
（
偲
オ
⑫
）

ぱ

い
き
よ
く
園
い
の
お
と
（
証
オ
④
）

へ

ロ
御
や
す
ま
く
ゑ
い
ら
せ
給
ぬ
（
証
オ
⑬
）

二
、
作
者
勘
物
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こ
れ
は
『
中
務
内
侍
日
記
』
を
収
め
て
い
る
元
禄
二
年
刊
の
板
本
「
扶
桑
拾
葉
集
」
三
五
冊
の
第
三
十
五
冊
「
扶
桑
拾
葉
集
系
図
全
」
と
あ
る
別
冊
の

第
三
十
四
丁
ウ
に
は
じ
ま
る
中
務
内
侍
の
略
系
図
で
あ
る
。
①
の
青
路
書
屋
本
の
「
作
者
勘
物
」
と
こ
の
②
の
「
略
系
図
」
と
を
比
べ
て
象
る
と
、
①
は

②
の
返
り
点
、
送
り
仮
名
を
除
き
、
略
系
図
を
文
章
化
し
た
も
の
だ
が
、
「
×
×
生
△
△
」
と
い
う
単
純
な
辞
句
の
繰
返
し
で
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
何

も
し
て
い
な
い
。
個
々
の
人
名
の
次
の
二
行
割
注
も
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
大
部
分
を
省
い
て
あ
る
が
、
辞
句
に
は
変
り
は
な
い
。
ど
う
や
ら
②
板
本

系
図
の
誤
解
ま
で
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

①
青
鶏
書
屋
本
の
宗
隆
の
註
記
に
は
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
が
あ
っ
て
、
「
従
五
位
下
為
ュ
左
京
大
夫
一
藤
定
隆
ノ
子
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
②
板
本

「
扶
桑
拾
葉
集
系
図
」
の
こ
の
部
分
に
は
、
「
従
五
位
下
。
為
ユ
左
京
大
夫
千
藤
定
隆
ノ
子
」
と
あ
る
も
の
を
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
ま
で
殆
ど
そ
の
ま
ま

と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
略
系
図
の
出
所
と
思
わ
れ
る
『
尊
卑
分
脈
」
の
「
宗
隆
」
の
註
記
に
は
、
右
肩
に
「
蔵
」
と
あ
り
、
右
側
に
は

「
左
京
大
夫
定
隆
卿
為
子
／
拾
遺
抄
作
者
／
従
五
位
／
散
位
」
と
並
記
し
、
左
側
に
は
、
「
母
藤
知
信
女
」
と
あ
る
（
国
史
大
系
『
尊
卑
分
脈
』
第
二

篇
、
一
七
二
頁
）
。
こ
の
「
定
隆
」
は
良
門
流
で
、
そ
の
註
記
に
は
、
右
側
に
は
「
従
三
／
左
京
大
夫
」
と
並
記
し
、
左
側
に
は
「
母
同
光
隆
等
」
と
あ

り
、
上
部
に
は
「
皇
太
宮
／
皇
后
宮
権
亮
／
右
兵
衛
佐
／
右
馬
頭
／
春
官
権
大
進
備
中
／
丹
波
三
川
／
越
中
加
賀
／
伊
与
等
守
」
と
並
記
し
て
あ
る
（
国

史
大
系
『
尊
卑
分
脈
』
第
二
篇
、
四
九
頁
）
。
こ
の
註
記
に
よ
る
と
、
定
隆
は
左
京
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
左
京
大
夫
は
従
四
位
下
相
当
官

で
あ
る
。
も
し
宗
隆
が
、
そ
の
左
京
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
「
従
五
位
下
」
で
終
っ
て
い
る
の
は
不
雰
な
こ
と
で
あ
る
。
左
京
大
夫
に
任

ぜ
ら
れ
た
の
は
、
最
後
は
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
定
隆
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
不
零
は
な
い
。
だ
か
ら
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
宗
隆
の
註
の
「
左
京
大
夫
定

隆
卿
為
子
」
は
、
「
左
京
大
夫
定
隆
卿
が
（
宗
隆
を
）
子
と
為
す
」
と
い
う
意
に
よ
む
よ
り
外
に
な
い
。
従
っ
て
、
①
②
の
宗
隆
の
註
記
は
、
「
従
五
位

下
。
左
京
大
夫
藤
定
隆
の
子
と
為
る
」
と
よ
む
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
①
②
の
い
ず
れ
が
先
か
と
い
え
ば
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
近
い
②
板
本
「
扶
桑
拾
葉

集
系
図
」
の
方
が
先
で
、
そ
れ
を
文
章
に
直
し
た
①
青
路
書
屋
本
の
方
が
、
②
の
誤
読
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
青
黙
書
屋
本
が
、
『
尊

範
永
嘩
嘩
侭
恥
耆
守
。

良
経

｜
・

ｒ
實
隆
従
厩
喋
ｌ
範
昌
鶴
鵠
ｌ
水
経
誰
雛
鳫
卿
。
女
中
務

左
大
臣
冬
嗣
公
ノ
ー
男
。
長
良
公
七
‐
世
ノ
孫

正
四
位
下

一
二
作
二
良
綱
一
。
但
馬
守
。

孝
清

蔵
人

’
正
五
位
下
。

範
孝
雄
率
恥
叩
１
１
宗
隆
錐
蕊
畔
浄
崇
淫
京
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卑
分
脈
』
の
註
記
を
誤
解
し
て
作
者
勘
物
を
作
り
、
そ
の
誤
解
を
②
板
本
「
扶
桑
拾
葉
集
系
図
」
が
踏
襲
し
た
と
考
え
る
と
、
水
戸
光
圀
の
名
に
お
い
て

編
纂
刊
行
し
、
か
つ
朝
廷
に
献
上
し
た
著
作
『
扶
桑
拾
葉
集
』
に
収
載
す
る
作
者
系
図
を
作
る
時
に
、
そ
の
編
著
者
が
一
私
人
某
の
書
写
本
に
附
載
さ
れ

て
い
る
勘
物
を
、
「
尊
卑
分
脈
』
に
当
っ
て
検
討
・
吟
味
す
る
こ
と
も
せ
ず
採
用
・
踏
襲
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
水
戸
の
学
者
に
あ
っ

た
と
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
無
責
任
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
局
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
註
記
を
ょ
象
そ
こ
ね
た
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
検
討
も

加
え
ず
他
説
を
借
用
す
る
無
責
任
さ
と
は
違
う
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
度
文
章
化
さ
れ
た
勘
物
を
略
系
図
化
す
る
と
い
う
手
数
も
わ
ず
ら
わ
し
い
。
と
い
う

よ
り
も
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
系
図
か
ら
文
章
化
し
て
勘
物
と
し
た
も
の
に
拠
っ
て
、
再
び
略
系
図
に
な
お
す
手
数
を
か
け
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
よ

う
な
わ
ず
ら
わ
し
い
手
数
を
か
け
る
く
ら
い
な
ら
ば
、
直
接
『
尊
卑
分
脈
』
か
ら
作
る
方
法
を
と
る
だ
ろ
う
。
結
局
、
ど
の
角
度
か
ら
考
え
て
も
、
青
路

書
屋
本
が
板
本
『
扶
桑
拾
葉
集
』
に
先
立
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
こ
と
は
、
板
本
『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
草
稲
本
と
も
い
う
べ
き
異
本
Ｂ
と
よ

ば
れ
る
写
本
の
作
者
系
図
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
す
こ
し
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。

異
本
Ｂ
（
書
陵
部
本
、
五
五
四
・
二
◇
も
、
第
三
十
二
冊
目
が
「
作
者
系
図
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
作
者
勘
物
に
類
す
る
形
式
の
も
の
は
な
い
。
だ

が
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
長
良
流
に
拠
っ
て
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
如
き
略
系
図
が
あ
る
。

③
○
中
務

左
大
臣
冬
嗣
一
男

’
１
謬
碇
医
肢
体
１
１
１
範
昌
蹄
鶴
永
経

藏

頭
民

ｌ
中
清

長
良
蹄
幹
馳
錐
誰
蹄
指
ｌ
‐

位
号
枇
杷
大
納
言

尾
張
守

正
四
位
下

孝
清
嘩
率
雑
休
１
１
癖
孝
雄
華
雌
跡
１
１
識
隆
諏
率
諏
部
識
一

使
一
作
良
綱

”
永
離
轄
守
ｒ
‐
‐
ｌ
轤
鍋
画
蔵
人
藤
定
隆
子

歌
人

|藏

左
衛
門
督

参
議

清
経
嘩
季
池
到
銅
銅
‐
１
１
元
名

法
名
蓮
寂

従
三
位
宮
内
卿
号
冷
泉

左
近
将
監

正
四
位
下

宮
内
少
輔

参
議

ｌ
永
賢
藻
鑛
従
四
位
下

一
ｌ
女
子
中
務

弁
頭
式

藏

文
範
率
非
蝿
朧
仲
鰄
』
帽

｜
藏式

為
雅
維
地
抽
休
ｌ
‐

－125－



作
っ
た
方
が
便
利
で
も
あ
り
、
間
違
い
も
小

卑
分
脈
」
か
ら
一
段
と
遠
く
な
っ
た
形
を
し

っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
承
る
べ
き
で
あ
る
。

（
樅
）

従
三
位
藤
原
永
経
女
自
伏
見
帝
為
坊
充
腋
庭
為
内
侍

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
作
者
勘
物
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
異
本
Ｂ
の
系
図
と
は
別
の
手
つ
づ
き
、
つ
ま
り
『
尊
卑
分
脈
』
の
形
を
蹄
製
し
て
作
っ
た

略
系
図
で
は
な
い
。
こ
の
勘
物
が
も
と
づ
く
も
の
は
、
お
そ
ら
く
、
彰
考
鮒
所
蔵
の
「
中
務
内
侍
日
記
」
の
末
尾
に
あ
る
勘
物
、

右
の
肩
に
「
蔵
」
と
あ
り
、
註
記
に
は
返
り
点
・
送
り
仮
名
が
な
い
。
『
尊
卑
分
脈
』
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
ま
た
、
板
本

『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
「
作
者
系
図
」
の
草
稿
に
当
る
も
の
と
み
て
然
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
板
本
の
「
作
者
系
図
」
は
、
こ
の
異
本
Ｂ
の
略
系
図
の
長

良
ｌ
中
清
の
六
代
を
省
き
、
冒
頭
の
「
左
大
臣
冬
嗣
一
男
」
の
後
に
、
「
長
良
公
七
世
孫
」
と
註
記
し
、
範
永
以
後
の
代
々
註
記
を
多
少
簡
略
化
し
、
永

経
子
永
賢
（
中
務
の
兄
弟
）
を
全
く
省
い
て
た
だ
「
女
中
務
」
と
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
も
、
異
本
Ｂ
を
省
略
し
て
板
本
の
「
作
者
系
図
」
を
作
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
逆
に
、
異
本
Ｂ
が
、
板
本
を
増
補
し
て
作
ら

れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
異
本
Ｂ
の
系
図
は
、
板
本
の
系
図
か
ら
作
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
『
尊
卑
分
脈
』
そ
の
他
、
長
良
ｌ
中
清
の

六
代
分
お
よ
び
註
記
の
い
く
つ
か
を
創
作
し
て
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
板
本
を
介
し
て
二
重
手
間
を
す
る
よ
り
は
、
た
と
え
ば
『
尊
卑
分
脈
』
か
ら
直
接

作
っ
た
方
が
便
利
で
も
あ
り
、
間
違
い
も
少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
異
本
Ｂ
を
板
本
の
草
稿
本
的
位
置
に
お
く
方
が
穏
当
な
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
『
尊

卑
分
脈
」
か
ら
一
段
と
遠
く
な
っ
た
形
を
と
り
、
し
か
も
そ
の
板
本
の
宗
隆
の
項
に
お
け
る
誤
解
を
踏
襲
し
て
い
る
青
諮
書
屋
本
の
勘
物
は
、
板
本
に
よ

従
三
位
藤
原
永
経
卿
女
自
坊
御
時
桓
候
」
自
弘
安
三
年
記
之

、

と
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
自
弘
安
三
年
記
之
」
は
日
記
の
内
容
に
つ
い
て
の
註
記
で
あ
る
。
こ
の
註
記
以
外
は
、
異
本
Ａ
の
作
者
勘
物
と
異
本
Ｂ
の
作

四
・
一
七
）

④
中
務

⑤
伏
見
院
中
務
内
侍

こ
の
略
系
図
に
は
、

藏
姿
上
｜
Ｌ
』
Ｌ
一
、

『
中
務
内
侍
日
記
』
に
関
す
る
「
作
者
勘
物
」
と
し
て
は
、
異
本
Ｂ
よ
り
古
い
も
の
か
と
思
わ
れ
る
形
の
も
の
と
し
て
、
異
本
Ａ
（
書
陵
部
本
、
五
五

．
一
七
）
が
あ
る
。
そ
の
第
三
十
三
冊
目
、
「
系
図
」
と
し
た
別
冊
に
、

隷
隆
誠
垂
諏
称
封
実
隆

藤
定
隆
子

宗
隆
の
条
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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「
新
註
」
の
底
本
群
書
類
従
本
に
、
「
め
し
い
て
＆
ま
い
ら
せ
ら
る
」
（
一
四
オ
⑦
）
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
「
め
し
い
で
て
ま
は
せ
ら
る
」
（
四
○
頁
⑧
）

と
改
訂
翻
刻
し
て
、
そ
の
考
異
の
項
に
、
こ
の
改
訂
の
理
由
を
述
べ
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

（
マ
マ
）

一
群
一
め
し
い
で
て
ま
い
ら
せ
ら
る
。
匠
・
盾
・
脛
モ
同
ジ
。
但
シ
腎
一
ノ
「
ま
い
ら
せ
」
ノ
部
ノ
字
体
ハ
「
ま
ハ
せ
」
又
ハ
「
ま
ワ
せ
」
卜
読
ミ

得
ル
ョ
ウ
ニ
見
エ
ル
。
「
参
ら
せ
」
デ
ハ
解
釈
出
来
ナ
ィ
。
次
二
抜
頭
ノ
コ
ト
ガ
ア
ル
ノ
ニ
合
セ
考
エ
テ
モ
原
文
ハ
「
ま
は
せ
」
デ
ァ
ロ
ウ
ト
推
測

シ
テ
改
メ
タ
。
武
断
的
過
誤
デ
ナ
ク
バ
幸
デ
ァ
ル
（
「
新
註
」
四
一
頁
）

附
け
加
え
て
い
え
ば
、
こ
の
「
考
異
」
で
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
彰
考
館
本
も
「
ま
い
ら
せ
ら
る
」
（
影
印
本
四
二
頁
①
）
と
し
か
よ
め
な
い
。

さ
て
、
こ
の
「
考
異
」
の
趣
旨
を
付
度
す
る
に
、
青
鶏
書
屋
本
の
本
文
は
、
「
ま
い
ら
せ
」
と
よ
む
べ
き
で
は
な
い
、
「
ま
ハ
せ
」
又
は
「
ま
ワ
せ
」

と
よ
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
云
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
部
分
は
、
多
く
の
本
が
「
ま
い
ら
せ
」
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を

え
な
い
。
青
熱
書
屋
本
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
部
分
は
、
「
ま
い
ら
せ
」
と
よ
ん
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
、
何
と
か
解
釈
の
し
か
た
は
な

い
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
改
め
て
こ
の
文
面
を
見
る
と
、
青
諮
書
屋
本
の
「
ま
い
ら
せ
」
の
「
い
」
が
、
他
の
本
よ
り
は
い
く
ら
か
「
ハ
」
又
は

本
書
の
本
文
冒
頭
の
上
欄
に
、
「
青
難
書
屋
」
（
大
島
雅
太
郎
氏
蔵
書
印
）
、
「
紅
梅
文
庫
」
（
前
田
善
子
氏
蔵
書
印
）
と
い
う
印
が
あ
る
。
旧
所
蔵

者
の
印
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
伝
本
は
青
難
書
屋
本
と
称
し
う
る
。
玉
井
博
士
は
、
こ
れ
を
「
青
鶏
書
屋
本
」
と
称
し
、
『
中
務
内
侍
日
記
新
許
」

（
昭
和
三
十
三
年
十
月
刊
）
の
本
文
の
校
合
本
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
当
時
、
玉
井
博
士
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
に
つ
い
て
、
玉
井
博
士
は
、

著
者
所
蔵
の
古
写
本
は
大
島
雅
太
郎
氏
の
旧
蔵
本
で
、
そ
の
蔵
書
印
「
青
熱
書
屋
」
の
朱
印
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
青
諮
書
屋
本
と
呼
ん
で
本
書

の
校
合
に
用
い
た
。
墨
付
四
十
五
枚
、
一
面
十
三
行
書
き
で
あ
る
。
（
新
註
二
○
三
頁
）

と
云
う
。
こ
の
「
墨
付
四
十
五
枚
」
は
「
墨
付
四
十
四
枚
」
の
誤
記
ら
し
い
。

「
新
註
」
（
底
本
、
・
群
書
類
従
本
）
に
は
、
底
本
と
青
諮
書
屋
本
と
の
異
同
六
三
箇
所
を
掲
げ
て
あ
る
。
殆
ど
疑
問
と
す
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
次
の

者
勘
物
と
は
ほ
ぼ
同
類
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
何
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
湖
り
う
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
明
か
で
な
ぢ

お
そ
ら
く
⑤
↓
④
と
③
↓
②
↓
①
と
の
二
通
り
に
分
け
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
条
は
考
慮
を
要
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
、
青
鶏
書
屋
本
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『
中
務
内
侍
日
記
』
の
伝
本
に
関
し
て
は
、
既
に
諸
氏
の
調
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
現
存
本
と
し
て
は
、
鎌
倉
末
期
書

写
か
と
い
わ
れ
る
零
本
（
龍
門
文
庫
所
蔵
）
を
最
古
の
も
の
と
し
、
こ
の
外
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
間
の
害
写
本
一
三
本
と
、
「
扶
桑
拾
葉
集
』
所

収
本
一
種
、
群
書
類
従
所
収
本
一
種
の
計
二
五
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
、
龍
門
文
庫
本
は
未
調
査
で
あ
る
。
今
は
、
川
瀬
一
馬
博
士
の
「
中
務
内

侍
日
記
の
鎌
倉
抄
本
（
断
簡
）
に
就
い
て
」
（
青
山
短
期
大
学
紀
要
第
八
幌
、
昭
和
訂
年
４
月
）
に
よ
る
以
外
に
な
い
が
、
将
来
、
こ
の
日
記
の
本
文
を

玉
井
博
士
の
こ
の
推
論
の
結
果
は
こ
れ
で
い
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
推
論
の
足
場
と
し
て
青
熱
書
屋
本
の
表
記
を
と
り
上
げ
た
と
こ
ろ

に
は
、
少
し
く
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
青
諮
書
屋
本
の
こ
の
「
い
」
が
、
特
に
他
の
「
い
」
と
違
っ
て
「
ハ
」
や
「
ワ
」
に
近
い
と
は
云
い
が
た
い

が
、
そ
こ
は
玉
井
博
士
に
譲
る
と
し
て
も
、
「
ま
ハ
せ
」
又
は
「
ま
ワ
せ
」
が
「
ま
い
ら
せ
」
に
な
る
た
め
に
は
、
「
ハ
」
又
は
「
ワ
」
が
「
い
ら
」
と

よ
ゑ
う
る
こ
と
に
な
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
玉
井
博
士
の
あ
げ
る
理
由
か
ら
で
は
、
「
ま
ハ
ら
せ
」
「
ま
ワ
ら
せ
」
に
は
な
る
が
、
「
ま
ハ
せ
」
「
ま
ワ
せ
」

に
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
難
点
で
あ
る
。
こ
の
「
ら
」
と
い
う
仮
名
は
見
落
し
た
り
、
言
き
お
と
し
た
り
し
が
ち
な
こ
と
は
確
か
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
は

っ
き
り
と
書
い
て
あ
っ
て
、
そ
の
字
画
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

む
し
ろ
、
こ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
「
ま
い
ら
せ
」
で
は
文
意
が
通
じ
な
い
、
次
に
、
「
抜
頭
」
を
舞
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
と
の
関
聯
か
ら
い

っ
て
も
、
「
舞
は
せ
」
と
あ
る
べ
き
部
分
で
、
そ
れ
を
「
ま
い
ら
せ
」
と
誤
写
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
測
し
て
お
く
方
が
穏
当
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
青
鶏
書
屋
本
の
本
文
が
、
特
に
他
本
よ
り
も
「
ま
は
せ
」
と
読
ま
れ
や
す
い
と
い
う
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
こ

の
本
文
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
掲
げ
る
必
要
も
認
め
ら
れ
な
い
。
拠
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
な
ら
ば
、
彰
考
館
本
を
と
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
新

註
」
は
彰
考
館
本
の
本
文
を
見
落
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
ら
し
い
。

こ
の
一
点
以
外
に
は
、
玉
井
博
士
所
蔵
の
青
鶏
書
屋
本
と
本
学
所
蔵
の
青
硲
書
屋
本
と
の
間
に
は
、
本
文
の
異
同
は
な
い
。
本
学
所
蔵
本
は
、
玉
井
博

士
の
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
。

部
分
も
、
本
来
は
「
ま
ハ
せ
」
又
は
「
ま
ワ
永

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
推
論
で
あ
る
。

「
ワ
」
の
筆
写
体
に
近
い
と
見
れ
ば
見
ら
れ
る
形
を
も
っ
て
い
る
。
か
つ
、
こ
の
部
分
の
す
ぐ
あ
と
に
、
「
抜
頭
」
を
舞
う
記
事
が
つ
づ
く
の
で
、
こ
の

即
分
も
、
本
来
は
「
ま
ハ
せ
」
又
は
「
ま
ワ
せ
」
（
「
舞
は
せ
」
の
意
）
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
よ
ぶ
誤
ま
ら
れ
て
「
ま
い
ら
せ
」
と
な
っ

四
、
日
記
の
伝
本
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考
え
る
時
、
こ
の
龍
門
文
庫
本
が
そ
の
焦
点
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
別
に
す
る
と
、
水
戸
の
彰
考
館
関
係
の
諸
本
、
い
わ
ゆ
る
彰
考
館
本
や
『
扶
桑
拾
葉
集
』
本
（
写
本
二
種
、
板
本
一
種
）
と
、
そ
の
他
の

諸
本
と
の
本
文
の
系
統
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
が
問
題
に
さ
れ
る
。

水
戸
彰
考
館
に
は
、
「
中
務
内
侍
日
記
」
の
完
本
と
し
て
は
現
存
最
古
の
書
写
本
か
と
い
わ
れ
て
い
る
一
本
が
あ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
岩
佐
美

代
子
氏
「
彰
考
館
本
中
務
内
侍
日
記
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
文
学
」
昭
和
弱
年
吃
月
）
と
い
う
詳
細
な
報
告
が
あ
り
、
影
印
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
本
は
、
光
圀
手
沢
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
わ
れ
る
朱
の
角
印
が
表
紙
外
題
の
下
に
あ
る
。
本
文
の
状
況
か
ら
象
て
、
以
下
に
述
べ
る
『
扶
桑

拾
葉
集
』
所
収
本
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
と
岩
佐
氏
は
い
う
。

『
扶
桑
拾
葉
集
」
に
は
、
写
本
二
種
と
板
本
一
種
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
に
つ
い
て
の
調
査
に
は
、
井
上
宗
雄
氏
ら
の
「
扶
桑
拾
葉
集
伝
本
書

目
」
（
立
教
大
学
『
日
本
文
学
」
、
昭
和
調
年
６
月
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
板
本
を
流
布
本
と
し
、
写
本
二
種
を
異
本
Ａ
（
書
陵
部
本
五
五

四
・
一
七
）
、
異
本
Ｂ
（
書
陵
部
五
五
四
・
一
六
）
と
称
す
る
。
こ
の
三
本
は
、
所
収
の
文
章
（
序
・
敬
・
贈
答
文
等
）
に
多
少
の
出
入
が
あ
る
が
、
『
中

務
内
侍
日
記
」
は
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
異
本
Ａ
・
Ｂ
は
共
に
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
上
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
板
本
は
元
除
二
年
（
一
六

八
九
）
に
上
表
し
た
ｊ

こ
の
外
に
、
群
聿
暴

こ
れ
ら
が
、
こ
の
［

う
か
。
玉
井
博
士
は
、

①
彰
考
館
本
は
、

②
本
文
に
つ
い
て
は
、
霊

と
い
う
。
ま
た
、
岩
佐
氏
は
、

①
彰
考
館
本
は
、
明
確
だ

②
彰
考
館
本
は
、
延
宝
列

日
記
』
の
底
本
で
あ
る
。

③
『
扶
桑
拾
葉
集
」
異
十

古
い
。 に

上
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

群
書
類
従
本
が
あ
る
。
巻
末
に
、
「
右
中
務
内
侍
日
記
以
扶
桑
拾
葉
集
校
合
」
と
あ
る
。

こ
の
日
記
の
伝
本
と
し
て
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
こ
の
青
諮
書
屋
本
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
あ
る

神
宮
文
庫
本
、
青
総
書
屋
本
、
扶
桑
拾
葉
集
本
な
ど
よ
り
古
い
形
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
群
書
類
従
本
よ
り
も

明
確
な
資
料
は
な
い
が
、
光
圀
若
年
時
の
蒐
集
本
の
一
つ
で
あ
る
。

延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
完
成
し
て
、
朝
廷
に
献
上
し
た
「
扶
桑
拾
葉
集
』
（
写
本
、
異
本
Ａ
・
異
本
Ｂ
）
所
収
の
『
中
務
内
侍

異
本
Ａ

群
書
類
従
本
が
や
や
異
な
る
本
文
を
も
っ
て
い
る
が
、

同
異
本
Ｂ
は
、
さ
ら
に
校
訂
さ
れ
て
、
元
緑
二
年
（
一
六
八
九
）
板
本
『
扶
桑
拾
葉
集
』
三
○
巻
三
五
冊
と
し
て
刊

他
の
諸
本
相
互
は
密
接
に
類
似
し
て
い
る
。
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青
熱
書
屋
本
も
こ
の
④
の
一
本
で
あ
る
と
す
る
。
ほ
ぼ
肯
定
し
て
然
る
べ
き
説
か
と
思
わ
れ
る
が
、
何
が
し
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

岩
佐
氏
は
、
④
の
事
実
を
示
す
最
も
目
立
っ
た
特
徴
と
し
て
、
一
つ
に
は
、
板
本
『
扶
桑
拾
葉
集
』
所
収
の
「
中
務
内
侍
日
記
』
が
そ
の
巻
頭
に
、

「
中
務
内
侍
之
日
記
中
務
」
と
い
う
内
題
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
二
つ
に
は
、
左
中
将
藤
原
為
兼
と
土
御
門
少
将
源
具
顕
と
の
間
で
贈
答
さ
れ
た
長
歌

を
分
ち
書
き
し
て
、
そ
の
具
顕
の
長
歌
の
終
り
か
ら
五
句
目
に
欠
句
が
あ
る
と
認
め
て
空
欄
に
し
、
そ
こ
に
「
閲
」
と
入
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
板
本
『
扶

桑
拾
葉
集
』
所
収
の
『
中
務
内
侍
日
記
」
に
は
じ
ま
る
こ
と
を
あ
げ
、
板
本
「
扶
桑
拾
葉
集
」
以
後
に
作
ら
れ
た
「
中
務
内
侍
日
記
」
の
諸
本
は
、
こ
の

形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
と
云
っ
て
い
る
。
こ
の
二
点
の
理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
承
認
し
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
後
者
の
検
討
の
過
程
に
お
い

て
、
「
閾
」
と
い
う
欠
句
を
指
示
す
る
語
を
加
え
た
こ
と
は
、
結
局
は
「
扶
桑
拾
葉
集
」
編
者
の
さ
か
し
ら
に
よ
る
誤
解
で
、
分
ち
書
き
を
し
て
い
な
い

彰
考
館
本
に
よ
っ
て
、
長
歌
と
反
歌
と
に
分
か
つ
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
は
、
承
認
さ
る
べ
き
意
見
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
「
内
題
」
と
い
う

時
、
作
者
名
「
中
務
」
は
除
い
て
お
く
方
が
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
「
扶
桑
拾
葉
集
』
の
内
題
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
が
、
「
内
題
」
に
作
者
名
を
あ
げ
て

今
、
当
面
の
青
諮
書
屋
本
も
、
こ
の
板
本
「
扶
桑
拾
葉
集
」
以
後
の
写
本
と
見
ら
れ
、
右
の
二
つ
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
板
本
「
扶
桑
拾
葉

集
』
所
収
本
を
書
写
し
た
本
文
で
あ
る
と
岩
佐
氏
は
云
う
。
こ
の
結
論
に
従
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
の
形
態
的
特
徴
の
外
に
、
本
文

そ
の
も
の
の
特
徴
を
少
し
く
検
討
し
て
象
よ
う
と
思
う
。

時
、
作
者
名
「
中
務
」
は
除
い
て
お
く
方
が
ょ

あ
る
写
本
は
殆
ど
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
）
。

一

行
、
献
上
さ
れ
た
。
『
中
務
内
侍
日
記
』
は
こ
の
板
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

④
『
中
務
内
侍
日
記
』
の
諸
写
本
は
、
本
文
改
訂
の
様
相
か
ら
ゑ
て
、
こ
の
板
本
「
扶
桑
拾
葉
集
』
所
収
の
「
中
務
内
侍
日
記
」
を
書
本
と
す
る
写

謡
引
一
彰
考
館
本
一
頁
１
行

③②①

『
中
務
内
侍
日
記
』
（

本
又
は
転
写
本
で
あ
る
。

（
＋
ノ
、
ン
）

か
う
の
殿

花
か
と
承
ゆ

3 2内
｜｜
①④題

中
務
内
侍
日
記
中
務

か
う
の
殿

花
か
と
ゑ
ゆ

日
記
中
務

か
う
の
殿

花
か
と
桑
ゆ

中
務
内
侍
乃
日
記

か
う
殿

花
か
と
見
ゆ

一

冑
諮
書
屋
本
群
書
類
従
本

中
務
内
侍
日
記

か
う
の
殿

花
と
ぷ
ゆ

－lEO－
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桑
拾
葉
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青
諮
書
屋
本
の
冒
頭
か
ら
第
五
丁
ま
で
の
異
同
を
掲
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
①
と
⑯
と
は
、
岩
佐
氏
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
、
伝
本
の
系
統
を
考

え
る
有
力
な
手
掛
り
と
な
る
形
態
的
特
徴
の
推
移
の
跡
を
見
う
る
も
の
で
あ
る
。

②
④
⑤
⑫
は
、
青
鶏
書
屋
本
が
独
自
異
文
を
も
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
独
自
異
文
と
他
の
諸
本
の
本
文
と
の
間
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
他
の
諸
本
を
書
本
と
し
て
書
写
す
る
場
合
に
生
じ
る
異
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
青
鶏
書
屋
本
は
、
板
本
『
扶
桑

拾
葉
集
』
所
収
の
『
中
務
内
侍
日
記
』
を
書
写
し
た
も
の
と
も
、
彰
考
館
本
を
書
写
し
た
も
の
と
も
考
え
う
る
。
し
か
し
、
⑦
⑧
⑩
⑬
の
青
難
書
屋
本
の

⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④（
注
）
１
頁
数
・
行
数
は
岩
佐
美
代
子
篇
『
彰
考
館
蔵
中
務
内
侍
日
記
』
（
昭
和
五
十
七
年
・
和
泉
書
院
）
を
用
い
た
。

２
波
線
筆
者
。

し
こ
う

ば
か
な
く

そ
ひ
て
そ

ね
う
は
う

そ
へ
て
そ

か
す
む
月
影

た
ゆ
る
ひ
上
き
に

お
か
し

お
は
し
ま
す
に

あ
き
れ
た
り
け
ん

思
ひ
い
て
と
そ

返
ま
い
り
た
る

（
空
欄
ナ
シ
）

201414131266544443

l11111l11l1ll
①⑤④⑦①⑤③②⑧④③②⑤

し
こ
う

は
か
な
く

そ
ひ
て
そ

に
う
は
う

そ
へ
て

か
す
む
月
影

さ
歎た

ゆ
る
ひ
上
き
に

お
か
し

お
は
し
ま
す
に

あ
き
れ
た
ち
け
ん

思
ひ
い
て
と
そ

返
ま
い
り
た
る

（
空
欄
）

し
こ
う

は
か
な
く

そ
ひ
て
そ

に
う
は
う

そ
へ
て

か
す
む
月
影

さ
ゆ
る
ひ
塁
き
に

お
か
し

お
は
し
ま
す
に

あ
き
れ
た
ち
け
ん

思
ひ
い
て
と
そ

返
ま
い
り
た
る

（
空
欄
を
点
線
で
囲む

）

し
こ
う

ば
か
な
く

そ
ひ
て
そ

に
う
は
う

そ
へ
て

か
す
む
月
影

さ
ゆ
る
ひ
と
さ
に

お
か
し

お
は
し
ま
す
に

あ
き
れ
た
ち
け
ん

思
ひ
い
て
と
そ

返
ま
い
り
た
る

閥

Ｉ
し
か
う

は
か
な
うＩそ

そ
ひ
て
も

ミ

Ｏ
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
く
Ｉ
Ｊ
Ｉ

に
う
ほ
う

そ
へ
て

か
す
む
月
影

さ
ゆ
る
響
に

１
ゆ
か
し

ト
ー
Ｉ
～
１
１
く

お
は
せ
ま
す
に

あ
き
れ
た
ち
け
ん

～
ｉ
ｉ
ｉ
叫
ｆ
試

思
ひ
出
て
の

ミ
豈

返
し
ま
い
り
た
る

閾

し
こ
う

ば
か
な
く

そ
ひ
て
そ

女
房

そ
へ
て

す
む
月
の
影

さ
ゆ
る
ひ
坐
き
に
一

お
か
し

お
は
し
ま
す
に

あ
き
れ
た
ち
け
ん

思
ひ
出
と
そ

か
へ
り
ま
い
り
た
る

閥
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あ
る
と
い
う
べ
芸
手
も
の
で
あ
る
。

本
文
は
、
彰
考
館
本
を
書
写
し
た
時
に
発
生
し
た
到

実
に
書
写
し
た
も
の
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

青
鋪
書
屋
本
『
中
務
内
侍
日
記
』
の
書
誌
的
な
特
徴
を
検
討
し
て
み
る
と
以
上
の
如
き
こ
と
に
な
る
。
こ
の
本
は
、
伝
本
中
、
抜
群
に
素
性
の
よ
い
本

で
あ
る
と
ま
で
は
云
い
が
た
い
が
論
多
少
の
誤
脱
を
含
む
こ
と
は
否
象
え
な
い
が
、
彰
考
館
本
系
、
従
っ
て
流
布
本
系
統
の
か
な
り
忠
実
な
一
伝
写
本
で

さ
て
そ
の
『
扶
桑
拾
葉
集
」
三
本
は
、
異
本
Ａ
↓
異
本
Ｂ
↓
板
本
の
順
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
青
鶏
書
屋
本
は
、

そ
の
三
本
の
後
に
成
立
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
も
い
る
。
次
の
如
き
異
文
関
係
は
、
そ
の
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ね
イ

「
御
つ
ほ
」
と
い
う
形
は
、
痒

の
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

伝
本
の
成
立
の
順
序
は
、
本
寺

扶
桑
拾
葉
集

彰
考
館
本
頁
１
行
！
‐
‐
‐
青
鶏
書
屋
本
群
書
類
従
本

異
本
Ａ
｜
異
本
Ｂ
｜
板
本

彰
考
館
本
を
書
写
し
た
時
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
『
扶
桑
拾
葉
集
』
三
本
の
本
文
の
い
ず
れ
か
を
忠

本
文
の
形
を
検
討
し
て
み
て
も
、
彰
考
館
本
↓
異
本
Ａ
↓
異
本
Ｂ
↓
板
本
↓
青
鶏
書
屋
本
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

た
イ

板
本
『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
本
文
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
い
さ
し
て
」
と
い
う
形
も
、
板
本
の
本
文
を
踏
襲
し
た
も

ね
イ

御
つ
ほ
・

↑
↑
オ
０

い
さ
し
て

－132－

御
つ
ほ

い
さ
し
て

150138

11
⑧⑦

御
つ
ほ

い
さ
し
て

御
つ
ほ

た
イ

い
さ
し
て

し、 御
さ茅つ
しほ
、

て？

御
局

出
し
て
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